Ⅰ   結  果  の  概  要
１ 本 県 の 人 口

（１） 総 人 口

平成21年10月1日現在の本県の推計人口は3,787,982人となり、前年と比べ10,276人（0.27％）減少した。
男女別にみると、男1,867,859人、女1,920,123人で、性比は97.28となっている。

[image: image1.emf]図１　推計人口の推移
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[image: image7.emf]年少人口

生産年齢人口

（0～14歳）

（15～64歳） （65歳以上）

（うち、75歳以上）

人口（人） 528,944 2,409,401 854,863 401,804

割合（％） 13.9 63.4 22.5 10.6

人口（人） 523,299 2,379,808 879,825 416,572

割合（％） 13.8 62.8 23.2 11.0

△ 5,645 △ 29,593 24,962 14,768

△ 1.1 △ 1.2 2.9 3.7

※年齢３区分別人口には年齢不詳の者は含まない。

表  ２　  年 齢 ３ 区 分 別 人 口 及 び 割 合　



増　減　数 （人）

増　減　率 （％）

区分

20年

老年人口

21年

　　注）統計表「１　静岡県推計人口の推移」の注を参照。
（２） 自 然 動 態
平成20年10月から平成21年9月までの1年間における出生児数は33,004人で、前年に比べ955人減少し、死亡者数は34,283人で、前年に比べ322人減少した。

自然増減は1,279人の減少で、前年に比べ633人減少した。

（３） 社 会 動 態
平成20年10月から平成21年9月までの1年間における転入者数は168,684人（日本人144,341人、外国人24,343人）で、前年に比べ11,230人（日本人4,563人減、外国人6,667人減）減少した。

転出者数は177,681人（日本人144,901人、外国人32,780人）で、前年に比べ137人（日本人3,569人減、外国人3,432人増）減少した。
社会増減は8,997人の減少で、前年に比べ11,093人減少した。
表 １　　自然動態と社会動態の推移 （前年10月1日～当年9月30日）

[image: image4.emf]図５　平均年齢の推移
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＊「転入・転出」の欄は県内移動者を含む
（４） 月 別 動 態
自然動態を月別にみると、出生児数は10月、1月に3,000人を上回っている。一方、死亡者数は1月が最も多く、11月～5月は死亡者数が出生児数を上回り自然減となっている。

社会動態では、転入者数・転出者数とも進学・就職・転勤の時期にあたる3月、4月が際立って多くなっている。
[image: image5.emf]図 ２　月別自然動態
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図 ３　月別社会動態
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（５） 年 齢 構 成
[image: image6.emf]出生児数

対前年増減数

死亡者数

対前年増減数

転入者数

対前年増減数

転出者数

対前年増減数

15年 34,947 △ 1,316 29,717 675 5,230 174,279 1,787 172,338 △ 1,134 1,941 7,171

16年 34,597 △ 350 29,882 165 4,715 173,560 △ 719 171,448 △ 890 2,112 6,827

17年 33,602 △ 995 31,431 1,549 2,171 174,083 523 169,292 △ 2,156 4,791 6,962

18年 33,306 △ 296 31,990 559 1,316 169,035 △ 5,048 169,575 283 △ 540 776

19年 34,227 921 32,236 246 1,991 173,192 4,157 171,528 1,953 1,664 3,655

20年 33,959 △ 268 34,605 2,369 △ 646 179,914 6,722 177,818 6,290 2,096 1,450

21年 33,004 △ 955 34,283 △ 322 △ 1,279 168,684 △ 11,230 177,681 △ 137 △ 8,997 △ 10,276

年
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平成21年10月1日現在の人口を 

年齢別にみると、年少人口（0～14 歳）
は523,299人、生産年齢人口（15～
64歳）は2,379,808人、老年人口（65
歳以上）は879,825人となっている。

総人口に占める割合をみると、前年に比べ老年人口（23.2％）が0.7ポイント上昇し、75歳以上人口（11.0％）は、前年に比べ0.4ポイント上昇した。年少人口（13.8％）と生産年齢人口（62.8％）は、それぞれ0.1、0.6ポイント低下した。
図 ４　年齢構成割合の推移
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（６） 平 均 年 齢
  平成21年10月1日現在の平均年齢は44.9歳（男43.4歳、女46.4歳）である。10年前と比較すると3.6歳（男3.4歳、女3.9歳）高くなっており、高齢化の進展がうかがえる。また、男女の年齢差は3.0歳となっている。

  年齢中位数（年齢別に0歳から並べて真ん中になる人の年齢）は45歳（男43歳、女47歳）で、人口の最も多い年齢階級は（男女とも）61歳となっている。
図 ６  年齢（各歳），男女別人口（平成21年10月1日現在）
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